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TDPAC 法による酸化亜鉛中の局所場観察 
Local Fields of In-Doped ZnO Probed by 111Cd(111In) 
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1. はじめに 
酸化亜鉛（ZnO）は、ウルツ鉱型の構造をもつ典型的な n 型半導体として知らている。この物性の起源に

関しては、格子間の過剰亜鉛や酸 
素空孔に基づいて議論が展開されていたが、近年、不純物水素がドナーとして格子間に存在していることが報

告され、大いに注目を集めた。この現象のように、ZnO は極微量の不純物の存在によって伝導度が変わるこ

とが知られており、不純物の導入による物性の制御が興味深い研究対象となっている。本研究では、不純物と

してインジウムを添加した ZnO の伝導度の変化に着目し、111Cd（←111In）をプローブとするγ線摂動角相関

法で局所場を観察し、バルクの物性との関連を調べた。 

2. 実験 
In(NO3)3・3H2O のエタノール溶液にZnO 粉末を加え、エタノールが完全に蒸発するまで撹拌して粉末試料

を得た。In濃度はZn原子数に対して0.5 at.%となるように調整した。この粉末試料と InをドープしないZnO
粉末を別々に錠剤成形して、1,273 Kで3時間焼成した。2種類の焼成試料に市販の 111In塩酸溶液を滴下し、

1,373 Kで2時間焼成して摂動角相関測定用の試料とした。測定には従来 
の4検出器法を採用し、室温から1,000 Kの温度範囲で、

角相関スペクトルの温度依存性を調べた。 

3. 結果と考察 
3.1. 解析法 

Fig. 1 にそれぞれの試料で得られた摂動角相関スペク

トルを示す。双方ともにプローブ核( I = 5 /2)と核外場と

の電気四重極相互作用を反映していると思われる典型的

なスペクトルである。Inをドープしない試料のスペクト

ルには温度依存性がほとんど観測されないのに対して、

Inをドープした試料では振幅に顕著な温度変化が見られ

る。これらのスペクトルが測定時の温度設定の順序に依

存せずに可逆的に再現されることから、この振幅の温度

依存性は、 

Fig. 1. TDPAC spectra of 111Cd(111In) embedded (a) in 
undoped and (b) in 0.5 at.% In-doped ZnO measured at the 
temperatures indicated. 
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